
(57)【要約】

【課題】冗長分の交流入力容量を必要とすることなく冗

長分を含めたすべての電源を常時動作させることのでき

る冗長方式電源装置および電源用入力制限回路を提供す

る。

【解決手段】交流入力制限電流検出器１５は、（Ｎ＋１

）台の整流器１１～１３に入力される交流入力電流の総

和を検出し、整流器出力電流制限指令器１６は交流入力

制限電流検出器１５の検出した交流入力電流の値が所定

の上限値を超えたとき、定格出力のＮ／（Ｎ＋１）に各

整流器１１～１３の出力電流を制限し、交流入力制限電

流検出器１５の検出した交流入力電流の値が所定の下限

値を下回ったとき、制限を解除する。たとえば、定格出

力時に１台の整流器に必要な交流入力電流電力をＡとす

ると、上限値はＡ×Ｎ＋αに、下限値はＡ×Ｎ×Ｎ／（

Ｎ＋１）＋βにする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 （ Ｎ 、 Ｍ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電 源 部 と 、
　 前 記 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 の 検 出 す る 交 流 入 力 容 量 が Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要 な 前 記 電
源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 に な る よ う に 前 記 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 す る 出 力 制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 電 源 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電 源 部 と 、
　 前 記 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き 、 前 記 各 電 源 の 出 力
容 量 を 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 し 、 前 記 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定
の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 整 流 部 と 、
　 こ の 整 流 部 の 直 流 出 力 に 接 続 さ れ か つ 後 段 に 負 荷 が 接 続 さ れ る 蓄 電 池 と 、
　 前 記 整 流 部 へ の 交 流 入 力 電 流 を 検 出 す る 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 と 、
　 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き 、
前 記 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 し 、 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流 検
出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る 出 力
制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 源 ま た は 前 記 整 流 器 は 、 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て 出 力 容 量 ま た は 出 力 電 流 を
制 限 す る 機 能 を 備 え た も の で あ り 、
　 前 記 出 力 制 限 手 段 は 、 各 電 源 の 出 力 容 量 ま た は 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 す る と き 、 そ
の 旨 の 制 限 指 令 を 前 記 各 電 源 ま た は 前 記 各 整 流 器 に 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 冗 長 方 式 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 （ Ｎ 、 Ｍ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量
を 制 限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 の 検 出 す る 交 流 入 力 容 量 が Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要 な 前 記 電
源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 に な る よ う に 前 記 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 す る 出 力 制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 電 源 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 を 制
限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 電 源 部 へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き 、 前 記 各 電 源 の 出 力
容 量 を 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 し 、 前 記 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定
の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て 出 力 電 流 を 制 限 す る 機 能 を 備 え た （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 （
Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 整 流 部 と こ の 整 流 部 の 直 流 出 力 に 接 続 さ れ た 蓄 電 池 と
を 有 し か つ こ の 蓄 電 池 の 後 段 に 負 荷 が 接 続 さ れ る 直 流 無 停 電 電 源 部 へ の 交 流 入 力 電 流 を 制
限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 整 流 部 へ の 交 流 入 力 電 流 値 を 検 出 す る 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 と 、
　 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 値 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き
、 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 前 記 制 限 し 、 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流
検 出 手 段 の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 値 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る
出 力 制 限 手 段 と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 源 ま た は 前 記 整 流 器 は 、 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て 出 力 容 量 ま た は 出 力 電 流 を
制 限 す る 機 能 を 備 え た も の で あ り 、
　 前 記 出 力 制 限 手 段 は 、 各 電 源 の 出 力 容 量 ま た は 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 す る と き 、 そ
の 旨 の 制 限 指 令 を 前 記 各 電 源 ま た は 前 記 各 整 流 器 に 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 、 ６ ま た は ７ に 記 載 の 電 源 用 入 力 制 限 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 負 荷 容 量 に 対 し て 必 要 な 台 数 を 超 え る 電 源 を 並 列 に 接 続 し た 冗 長 方 式 電 源 装
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 信 頼 度 の 高 い 電 力 供 給 を 行 な う た め に 、 各 種 の 無 停 電 電 源 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 そ の
中 で も 、 接 続 さ れ 得 る 最 大 の 負 荷 容 量 に 対 す る 必 要 数 を 超 え る 電 源 を 使 用 す る 冗 長 方 式 の
無 停 電 電 源 装 置 は 、 特 に 高 い 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が で き る の で 、 銀 行 の オ ン ラ イ ン シ ス
テ ム や 通 信 網 な ど へ の 給 電 設 備 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば 、 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 で は 、 Ｎ 台 の 必 要 数 に 対 し て １ 台 の 余 裕
を 持 た せ た Ｎ ＋ １ 台 の 整 流 器 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ４ ６ ５ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 定 格 出 力 時 に １ 台 の 整 流 器 が 必 要 な 交 流 入 力 容 量 を Ａ と す る と 、 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無
停 電 電 源 装 置 で は Ａ × （ Ｎ ＋ １ ） の 交 流 入 力 容 量 が 発 生 し 得 る 。 た と え ば 、 停 電 後 に 復 旧
し た と き は 、 負 荷 に 対 す る 給 電 と 停 電 中 に 使 用 し た 蓄 電 池 へ の 充 電 と が 同 時 に 行 な わ れ る
の で 、 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 の 交 流 入 力 容 量 が Ａ × （ Ｎ ＋ １ ） の 最 大 値 ま で
増 加 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 を 導 入 す る 場 合 に は 、 実 際 の 負 荷 に 必 要
な 交 流 入 力 容 量 が 整 流 器 Ｎ 台 分 で あ る に も 係 ら ず 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 が 定 格 動 作 し た
場 合 に 対 応 可 能 な 交 流 入 力 容 量 の 受 電 設 備 を 用 意 し た り 受 電 電 力 の 契 約 容 量 を 定 め た り し
な け れ ば な ら ず 、 設 備 投 資 や 電 力 会 社 と の 契 約 料 金 が 高 く つ く と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 た と え ば 、 Ｎ ＝ ２ の 時 は ３ 台 の 整 流 器 を 有 す る の で 、 こ れ ら が 定 格 出 力 で 動 作 し た 場 合
を 考 慮 す る と 整 流 器 ３ 台 分 の 交 流 入 力 容 量 が 必 要 に な る 。 し か し な が ら 、 実 使 用 状 態 で は
整 流 器 ２ 台 分 の 交 流 入 力 容 量 で 足 り る の で 、 実 使 用 状 態 で の 必 要 量 に 対 し て １ ． ５ 倍 の 交
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流 入 力 容 量 を 準 備 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 常 時 運 転 す る Ｎ 台 の 整 流 器 に 対 し て １ 台 の 整 流 器 を 予 備 と し て 用 意 し て お き 、 運
転 中 の Ｎ 台 の 中 の １ 台 が 故 障 し た と き こ れ を 予 備 の １ 台 と 切 り 替 え る 方 式 を 採 用 す れ ば 、
交 流 入 力 容 量 は 整 流 器 Ｎ 台 分 で 済 む 。 し か し な が ら 、 こ の 方 式 で は 予 備 機 の 運 転 ・ 停 止 に
関 す る 動 作 の 組 み 込 み が 必 要 に な る 。 ま た 、 予 備 機 は 常 時 停 止 し て い る の で 、 予 備 機 を 運
転 状 態 に 切 り 替 え る 際 に 遷 移 故 障 の 生 じ る 場 合 が あ り 、 充 分 な 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が 難
し い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 冗 長 分 の 電 源 の 交 流 入 力 容 量 を
必 要 と す る こ と な く 冗 長 分 を 含 む す べ て の 電 源 を 常 時 動 作 さ せ る こ と の で き る 冗 長 方 式 電
源 装 置 お よ び 電 源 用 入 力 制 限 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 わ る 発 明 は 、 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 （ Ｎ 、 Ｍ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し
た 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） と 、
　 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ １ ５ ） と 、
　 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 す る 交 流 入 力 容 量 が Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要
な 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 に な る よ う に 前 記 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限
す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 （ １ ５ ） は （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 が 並 列 接 続 さ れ た 電 源 部 （
１ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 し 、 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） は 検 出 さ れ た 交 流 入 力 容
量 が 、 Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要 な 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 に
な る よ う に 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 す る 。 す な わ ち 、 定 格 出 力 時 に １ 台 の 電 源 が 必 要 な 交
流 入 力 容 量 を Ａ と す る と 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 が Ａ × Ｎ を あ る 程 度 超
え る 場 合 に は 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 し 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 が Ａ ×
Ｎ を あ る 程 度 下 回 る 場 合 に は こ の 制 限 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 制 限 量 を 複 数 段 階 に 分 け て 設 定 し て お き 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 が Ａ
× Ｎ に 近 づ く よ う に 制 限 量 を １ 段 ず つ 増 加 ま た は 減 少 さ せ る と よ い 。 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 冗 長 構 成
の 場 合 に は 少 な く と も 制 限 量 を Ｍ 段 設 け る と よ く 、 さ ら に 細 か く 段 数 を 設 定 し て も よ い 。
ま た 段 数 を 無 限 大 に し て 連 続 的 に 制 限 量 を 増 減 さ せ る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 交 流 入 力 容 量 お よ び 出 力 容 量 は 、 電 圧 が 一 定 の 場 合 に は そ れ ぞ れ 交 流 入 力 電 流 、
出 力 電 流 で 代 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 並 列 接 続 す る 電 源 は す べ て 同 一 の も の が 好 ま し い が 、 異 な る も の で あ っ て も か ま わ な い
。 ま た 、 直 流 電 源 と 交 流 電 源 の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 出 力 容 量 の 制 限 方 法 は 問 わ な い が 、 た と え ば 、 入 力 さ れ る 制 限 指 令 に 基 づ い て 最 大 出 力
容 量 を 制 限 す る 機 能 を 備 え た 電 源 を 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） に 使 用 し 、 出 力 制 限 手 段 （ １ ６
） が 各 電 源 に 対 し て 出 力 容 量 や 出 力 電 流 の 制 限 指 令 を 出 力 す る よ う に 構 成 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 と こ ろ で 、 必 要 な 交 流 入 力 容 量 は 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 力 率 や 入 力 効 率 に 依 存 す る 。
ま た サ イ リ ス タ 等 を 用 い る 場 合 に は 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 力 率 自 体 も 変 動 す る 。 こ の た
め 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 出 力 容 量 か ら 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 交 流 入 力 容 量 を 正 確 に
換 算 す る こ と は で き ず 、 誤 差 が 生 じ て し ま う 。 本 発 明 で は 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 交 流
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入 力 容 量 を 基 準 に 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 す る の で 、 交 流 入 力 容 量 が 所 定 値 を 超 え な い よ
う に 正 確 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 わ る 発 明 は 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 電 源 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電
源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） と 、
　 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ １ ５ ） と 、
　 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き 、 前 記 各 電
源 の 出 力 容 量 を 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 し 、 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交
流 入 力 容 量 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え る と
各 電 源 の 出 力 容 量 を Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 し 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 が
所 定 の 下 限 値 を 下 回 る と こ の 制 限 を 解 除 す る よ う に な っ て い る 。 冗 長 な 電 源 が １ 台 だ け な
の で 、 制 限 す る か 否 か に 制 御 が 単 純 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 定 格 出 力 時 に １ 台 の 電 源 に 必 要 な 交 流 入 力 容 量 を Ａ と し た と き 、 上 記 の 上 限 値 を （ Ａ ×
Ｎ ＋ α ） に す る と よ い 。 こ こ で 、 α は 余 裕 量 で あ り 、 ０ ＜ α ＜ Ａ で 、 か つ 、 （ Ａ × Ｎ ＋ α
） が 受 電 設 備 や 受 電 契 約 の 許 す 容 量 以 下 に な る よ う に α を 定 め る と よ い 。 下 限 値 は 、 （ Ａ
× Ｎ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ＋ β ） に す る と よ い 。 β は 、 （ Ａ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ） ＞ β ＞ ０ の 範
囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 上 限 値 お よ び 下 限 値 を 設 定 す る と 、 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量
が Ａ × Ｎ ＋ α を 超 え た と き 各 電 源 の 出 力 容 量 が 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 制 限 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 交 流 入 力 容 量 は Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た と き に 必 要 と さ れ る 値 Ａ × Ｎ × （
Ｎ ＋ １ ） ／ （ Ｎ ＋ １ ） ＝ Ａ × Ｎ に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に 制 限 し た 状 態 で （ Ｎ ＋ １ ） 台 の う ち の い ず れ か １ 台 が 故 障 な ど に よ っ て 停
止 す る と 、 交 流 入 力 容 量 は （ Ａ × Ｎ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ） に な る 。 こ れ は 、 Ｎ 台 の 電 源 が 定
格 出 力 で 動 作 し た 場 合 の 交 流 入 力 容 量 で あ る （ Ａ × Ｎ ） よ り 小 さ い 。 そ こ で 、 下 限 値 で あ
る （ Ａ × Ｎ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ＋ β ） 以 下 に 交 流 入 力 容 量 が 低 下 し た と き 、 す べ て の 電 源 に
対 す る 制 限 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り 、 各 電 源 が 定 格 出 力 と な り 、 停 止 し て い る １ 台 を 除 く
Ｎ 台 の 稼 動 に よ り 、 必 要 な 出 力 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 交 流 入 力 容 量 は （ Ａ × Ｎ ） を
超 え な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 係 わ る 発 明 は 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た
整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） と 、
　 こ の 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 直 流 出 力 に 接 続 さ れ か つ 後 段 に 負 荷 が 接 続 さ れ る 蓄 電 池 （
１ ４ ） と 、
　 前 記 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 電 流 を 検 出 す る 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 （ １
５ ） と 、
　 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え
た と き 、 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 前 記 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 し 、 前 記 交 流 入 力 制
限 電 流 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制
限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 冗 長 方 式 電 源 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 交 流 入 力 容 量 が 整 流 器 Ｎ 台 分 で 済 む Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源
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が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 電 源 ま た は 前 記 整 流 器 は 、 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て
出 力 容 量 ま た は 出 力 電 流 を 制 限 す る 機 能 を 備 え た も の で あ り 、
　 前 記 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） は 、 各 電 源 の 出 力 容 量 ま た は 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 す る
と き 、 そ の 旨 の 制 限 指 令 を 前 記 各 電 源 ま た は 前 記 各 整 流 器 に 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 冗 長 方 式 電 源 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 各 電 源 の 出 力 容 量 や 各 整 流 器 の 出 力 電 流 が 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） の
出 力 す る 制 限 指 令 に 基 づ い て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 係 わ る 発 明 は 、 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 （ Ｎ 、 Ｍ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し
た 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 制 限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ １ ５ ） と 、
　 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 す る 交 流 入 力 容 量 が Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要
な 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 に な る よ う に 前 記 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限
す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 （ １ ５ ） は （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 が 並 列 接 続 さ れ た 電 源 部 （
１ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 し 、 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） は 検 出 さ れ た 交 流 入 力 容
量 が 、 Ｎ 台 の 電 源 が 定 格 出 力 し た 場 合 に 必 要 な 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 に
な る よ う に 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 す る 。 こ れ に よ り 、 （ Ｎ ＋ Ｍ ） 台 の 電 源 を 並 列 接 続 し
た 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） に 電 源 用 入 力 制 限 回 路 を 追 加 す る こ と で 、 受 電 設 備 が 電 源 Ｎ 台 分
の 容 量 で 済 む Ｎ ＋ Ｍ 冗 長 方 式 の 電 源 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ６ に 係 わ る 発 明 は 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 電 源 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 電
源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 制 限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 容 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ １ ５ ） と 、
　 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 容 量 が 所 定 の 上 限 値 を 超 え た と き 、 定 格 出 力
の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 前 記 各 電 源 の 出 力 容 量 を 制 限 し 、 前 記 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交
流 入 力 容 量 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前 記 制 限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 電 源 を 並 列 接 続 し た 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） に 電 源 用
入 力 制 限 回 路 を 追 加 す る こ と で 、 受 電 設 備 が 電 源 Ｎ 台 分 の 容 量 で 済 む Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 の 電
源 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 係 わ る 発 明 は 、 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て 出 力 電 流 を 制 限 す る 機 能 を 備 え
た （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 （ Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 並 列 接 続 し た 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） と こ
の 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） の 直 流 出 力 に 接 続 さ れ た 蓄 電 池 （ １ ４ ） と を 有 し か つ こ の 蓄 電 池
（ １ ４ ） の 後 段 に 負 荷 が 接 続 さ れ る 直 流 無 停 電 電 源 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 電 流 を
制 限 す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） へ の 交 流 入 力 電 流 値 を 検 出 す る 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 （
１ ５ ） と 、
　 前 記 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 値 が 所 定 の 上 限 値 を 超
え た と き 、 定 格 出 力 の Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） に 前 記 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 し 、 前 記 交 流 入 力
制 限 電 流 検 出 手 段 （ １ ５ ） の 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 値 が 所 定 の 下 限 値 を 下 回 っ た と き 、 前
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記 制 限 を 解 除 す る 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） と
　 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 （ Ｎ ＋ １ ） 台 の 整 流 器 を 並 列 接 続 し た 整 流 部 （ １ １ ～ １ ３ ） に 電 源
用 入 力 制 限 回 路 を 追 加 す る こ と で 、 受 電 設 備 が 整 流 器 Ｎ 台 分 の 容 量 で 済 む Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式
直 流 無 停 電 電 源 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ８ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 電 源 ま た は 前 記 整 流 器 は 、 入 力 さ れ た 制 限 指 令 に 従 っ て
出 力 容 量 ま た は 出 力 電 流 を 制 限 す る 機 能 を 備 え た も の で あ り 、
　 前 記 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） は 、 各 電 源 の 出 力 容 量 ま た は 各 整 流 器 の 出 力 電 流 を 制 限 す る
と き 、 そ の 旨 の 制 限 指 令 を 前 記 各 電 源 ま た は 前 記 各 整 流 器 に 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 源 用 入 力 制 限 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 各 電 源 の 出 力 容 量 や 各 整 流 器 の 出 力 電 流 が 出 力 制 限 手 段 （ １ ６ ） の
出 力 す る 制 限 指 令 に 基 づ い て 制 御 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 係 わ る 冗 長 方 式 電 源 装 置 お よ び 電 源 用 入 力 制 限 回 路 に よ れ ば 、 冗 長 分 を 含 む す
べ て の 整 流 器 や 電 源 を 常 時 稼 動 さ せ つ つ 冗 長 分 の 交 流 入 力 容 量 を 必 要 と し な い 冗 長 方 式 電
源 装 置 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 冗 長 分 を 含 ま な い 台 数 の 整 流 器 や 電 源 に 対 応 可
能 な だ け の 容 量 に 前 段 の 受 電 設 備 を 軽 減 し た り 、 受 電 契 約 の 容 量 を 下 げ た り で き 、 高 い 信
頼 性 を 確 保 し つ つ 設 備 投 資 や 運 用 費 を 低 減 で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 １ ０ の 構 成 を
示 し て い る 。 こ こ で は 、 Ｎ ＝ ２ の 場 合 の 回 路 構 成 を 示 し て い る 。 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停
電 電 源 装 置 １ ０ は 、 受 電 設 備 で あ る 交 流 入 力 ５ に 並 列 接 続 さ れ た １ 号 整 流 器 １ １ と ２ 号 整
流 器 １ ２ と ３ 号 整 流 器 １ ３ と で 構 成 さ れ た 整 流 部 を 有 し て い る 。 各 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の 直
流 出 力 は 図 示 省 略 の ブ ロ ッ ク ダ イ オ ー ド を 介 し て 結 合 さ れ 、 蓄 電 池 １ ４ に 接 続 さ れ て い る
。 蓄 電 池 １ ４ の 後 段 に は 直 流 負 荷 ６ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 検 出 手 段 と し て の 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 器 １ ５ は 、 整 流 器 １ １ ～ １ ３ に 入 力 さ れ る 交 流
入 力 電 流 の 値 を 検 出 す る 。 出 力 制 限 手 段 と し て の 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器 １ ６ は 、 交 流
入 力 制 限 電 流 検 出 器 １ ５ が 検 出 し た 交 流 入 力 電 流 の 値 を 入 力 し 、 そ の 値 を 所 定 の 上 限 値 お
よ び 下 限 値 と 比 較 し 、 こ の 比 較 結 果 に 基 づ い て 交 流 入 力 制 限 指 令 １ ７ の 出 力 を 制 御 す る 機
能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 整 流 器 １ １ ～ １ ３ は 、 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器 １ ６ か ら 入 力 さ れ る 交 流 入 力 制 限 指 令
１ ７ に 基 づ い て 出 力 電 流 を 制 限 す る 機 能 を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。 整 流 器 １ １ ～ １ ３ は い ず
れ も 定 格 出 力 電 流 が Ｉ ｏ で 定 格 出 力 時 の 交 流 入 力 電 流 が Ｊ ｉ の 整 流 器 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器 １ ６ が 比 較 基 準 と す る 上 限 値 は （ ２ Ｊ ｉ ＋ α ） で 、 下 限 値 は
（ （ ４ ／ ３ ） Ｊ ｉ ＋ β ） に 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 限 値 は Ｎ ＋ １ 冗 長 構 成 の 場 合 （
Ｎ Ｊ ｉ ＋ α ） で あ り 、 下 限 値 は （ （ Ｎ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ） Ｊ ｉ ＋ β ） で あ る 。 α 、 β は 余
裕 値 と し て 予 め 定 め た 値 で あ る 。 α は 、 ０ ＜ α ＜ Ｊ ｉ の 範 囲 に お い て 受 電 設 備 や 受 電 契 約
に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。 β は 、 （ Ｊ ｉ × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ １ ） ） ＞ β ＞ ０ の 範 囲 が 好 ま し
い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 １ ０ が 定 格 負 荷 状 態 で か つ ３ 台 の 整 流 器 １ １
～ １ ３ か ら 直 流 負 荷 ６ に 電 流 を 供 給 す る と き は 、 各 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の 出 力 電 流 は （ ２ ／
３ ） ・ Ｉ ｏ に な り 、 ３ 台 の 出 力 電 流 の 合 計 値 は ２ Ｉ ｏ に な る 。 こ の と き 、 各 整 流 器 １ １ ～
１ ３ の 交 流 入 力 電 流 は （ ２ ／ ３ ） ・ Ｊ ｉ で あ り 、 ３ 台 の 交 流 入 力 電 流 の 合 計 値 は ２ Ｊ ｉ に
な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 交 流 入 力 制 限 指 令 １ ７ で 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の 出 力 電 流 を 制 限 し て い な い 状 態 で は 負 荷 が
増 え る と 交 流 入 力 電 流 が ３ Ｊ ｉ ま で 増 加 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 器 １ ５ で 検 出 し て い る 交 流 入 力 電 流 の 値 が 上 限 値 （ ２ Ｊ ｉ ＋ α ）
を 超 え る と 、 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器 １ ６ は 各 整 流 器 １ １ ～ １ ３ に 交 流 入 力 制 限 指 令 １
７ を 出 力 す る 。 こ れ に よ り 各 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の 出 力 電 流 は （ ２ ／ ３ ） ・ Ｉ ｏ に 制 限 さ れ
る 。 そ の 結 果 、 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の 交 流 入 力 電 流 は そ れ ぞ れ （ ２ ／ ３ ） ・ Ｊ ｉ に な り 、 ３
台 の 交 流 入 力 電 流 の 合 計 値 は ２ Ｊ ｉ に 制 限 さ れ る 。 な お 、 交 流 入 力 制 限 指 令 １ ７ が 入 力 さ
れ た と き 出 力 電 流 を い く ら に 制 限 す る か を 予 め 定 め て お く よ う に 構 成 し て も よ い し 、 交 流
入 力 制 限 指 令 １ ７ 自 体 が 制 限 量 を 表 わ す 情 報 を 含 む よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 出 力 電 流 が （ ２ ／ ３ ） ・ Ｉ ｏ に 制 限 さ れ た 状 態 で ３ 台 の 整 流 器 １ １ ～ １ ３ の う ち の い ず
れ か １ 台 が 故 障 等 に よ っ て 停 止 し て 稼 動 台 数 が ２ 台 に 減 る と 、 合 計 の 出 力 電 流 は ２ × （ ２
／ ３ ） ・ Ｉ ｏ ＝ （ ４ ／ ３ ） ・ Ｉ ｏ に な り 、 必 要 な ２ Ｉ ｏ を 得 ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 器 １ ５ で 検 出 し て い る 交 流 入 力 電 流 の 値 が 下 限 値 （ （ ４ ／ ３ ） Ｊ
ｉ ＋ β ） を 下 回 る と 、 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器 １ ６ は 交 流 入 力 制 限 指 令 １ ７ の 出 力 を 停
止 す る 。 こ れ に よ り 各 整 流 器 １ １ ～ １ ３ に 対 す る 出 力 電 流 の 制 限 が 解 除 さ れ る 。 そ の 結 果
、 停 止 し て い る １ 台 を 除 く ２ 台 の 整 流 器 か ら 合 計 で ２ Ｉ ｏ ま で の 出 力 電 流 が 供 給 可 能 に な
り 、 Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 １ ０ の 機 能 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 １ 台 が 停 止 し て か ら 出 力 電 流 の 制 限 が 解 除 さ れ る ま で の 間 に お い て 定 格 負 荷 電 流
２ Ｉ ｏ に 対 し て 不 足 す る 分 の 電 流 は 蓄 電 池 １ ４ か ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 動 作 に お い て 交 流 入 力 電 流 の 検 出 値 は 以 下 の 関 係 に あ る 。 　
　 （ ４ ／ ３ ） Ｊ ｉ ＜ （ （ ４ ／ ３ ） Ｊ ｉ ＋ β ） ＜ ２ Ｊ ｉ ＜ （ ２ Ｊ ｉ ＋ α ） 　
　 次 に （ Ｎ ＋ Ｍ ） 冗 長 構 成 （ Ｍ は ２ 以 上 ） の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 冗 長 な 整 流 器 の 台 数
が Ｍ 台 の 場 合 、 交 流 入 力 制 限 指 令 １ ７ に よ る 制 限 量 を Ｍ 段 階 に す る 。 た と え ば （ ３ ＋ ２ ）
冗 長 構 成 と し た と き は 、 Ｎ ＝ ３ 、 Ｍ ＝ ２ な の で 、 出 力 電 流 を 定 格 の ３ ／ ４ に 制 限 す る 第 １
段 階 と 、 ３ ／ ５ に 制 限 す る 第 ２ 段 階 と を 設 け る 。 な お 、 （ ３ ＋ ２ ） 冗 長 方 式 電 源 装 置 の 定
格 出 力 電 流 を ３ Ｉ ｏ 、 定 格 出 力 時 に お け る 交 流 入 力 電 流 を ３ Ｊ ｉ と す る 。 各 段 階 の 制 限 量
を Ｎ と Ｍ を 用 い て 表 わ す と 第 １ 段 階 は （ Ｎ ／ （ Ｎ ＋ Ｍ － １ ） ） に 、 第 ２ 段 階 は （ Ｎ ／ （ Ｎ
＋ Ｍ ） ） に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 制 限 を 解 除 し た 状 態 で 交 流 入 力 電 流 の 検 出 値 が （ ３ Ｊ ｉ ＋ α ） を 超 え る と 、 第 １ 段 階 の
制 限 （ ３ ／ ４ に 制 限 ） を 実 行 す る 。 こ の 制 限 を 施 し た 後 も ま だ 交 流 入 力 電 流 の 検 出 値 が （
３ Ｊ ｉ ＋ α ） を 超 え る と き は 第 ２ 段 階 の 制 限 （ ３ ／ ５ に 制 限 ） を 実 行 す る 。 Ｎ を 用 い て 表
わ す と 上 限 値 は （ Ｎ × Ｊ ｉ ＋ α ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 た と え ば 、 ５ 台 の す べ て が 正 常 な 場 合 に は 、 第 １ 段 階 に 制 限 し た だ け で は 、 （ ３ ／ ４ ）
× ５ ＝ （ １ ５ ／ ４ ） ｊ ｉ ＞ ３ Ｊ ｉ に な る の で 、 ま だ 交 流 入 力 電 流 の 検 出 値 が （ ３ Ｊ ｉ ＋ α
） を 超 え る こ と が あ る 。 こ の よ う な と き は 、 第 ２ 段 階 に 制 限 を 強 化 す る こ と で （ ３ ／ ５ ）
× ５ ＝ ３ Ｊ ｉ と な り 、 定 格 出 力 時 の 交 流 入 力 電 流 ３ Ｊ ｉ を 超 え な く な る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-287177 A 2005.10.13



【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ５ 台 の う ち の い ず れ か １ 台 が 停 止 し て い る と き は 第 １ 段 階 に 制 限 す る こ と で （ ３ ／ ４ ）
× ４ ＝ ３ Ｊ ｉ と な り 、 定 格 出 力 時 の 交 流 入 力 電 流 を 超 え な く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 制 限 を 解 除 す る と き は 、 交 流 入 力 電 流 の 検 出 値 が 、 た と え ば 、 （ ４ × （ ３ ／ ５ ） Ｊ ｉ ＋
α ） を 下 回 る と 、 現 在 の 制 限 を １ 段 階 緩 め る 。 制 限 を 緩 和 し た 後 に も ま だ 交 流 入 力 電 流 の
検 出 値 が （ ４ × （ ３ ／ ５ ） Ｊ ｉ ＋ β ） を 下 回 る と き は 、 さ ら に 制 限 を １ 段 階 緩 め る （ 制 限
を 解 除 す る ） 。 上 記 の 下 限 値 は Ｎ と Ｍ を 用 い て 表 わ す と （ （ Ｎ ＋ Ｍ － １ ） × Ｎ ／ （ Ｎ ＋ Ｍ
） ） ｊ ｉ ＋ β ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 た と え ば 、 第 ２ 段 階 ま で 制 限 し て い る 状 態 で ５ 台 の う ち の い ず れ か １ 台 が 停 止 す る と （
３ ／ ５ ） Ｊ ｉ × ４ ＝ （ １ ２ ／ ５ ） Ｊ ｉ ＜ （ ４ × （ ３ ／ ５ ） Ｊ ｉ ＋ β ） に な る の で 、 制 限 が
第 １ 段 階 に 緩 和 さ れ る 。 そ の 結 果 （ ３ ／ ４ ） Ｊ ｉ × ４ ＝ ３ Ｊ ｉ と な り 、 ３ 台 分 の 定 格 出 力
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 段 階 に 制 限 し て い る 状 態 で ５ 台 の う ち の い ず れ か ２ 台 が 停 止 す る と （ ３ ／ ４
） Ｊ ｉ × ３ ＝ （ ９ ／ ４ ） Ｊ ｉ ＜ （ ４ × （ ３ ／ ５ ） Ｊ ｉ ＋ β ） に な る の で 、 制 限 が 解 除 さ れ
る 。 そ の 結 果 、 ３ 台 分 の 定 格 出 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に よ っ て 説 明 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 実 施 の 形 態
に 示 し た も の に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お け る 変 更 や 追
加 が あ っ て も 本 発 明 に 含 ま れ る 。 た と え ば 、 実 施 の 形 態 で は 交 流 入 力 電 流 で 交 流 入 力 容 量
を 代 用 し た が 、 こ れ は 交 流 入 力 電 圧 が 一 定 の 場 合 に 可 能 な も の で あ り 、 交 流 入 力 電 圧 が 変
化 す る 場 合 は 、 交 流 入 力 容 量 や 皮 相 電 力 の 値 に 基 づ い て 出 力 容 量 や 出 力 電 流 を 制 限 す る と
よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 直 流 の 電 源 装 置 を 例 に 説 明 し た が 、 交 流 電 源 装 置 で あ っ て も 本 発 明 を 適 用 す る こ
と が で き る 。 さ ら に 上 限 値 や 下 限 値 は 例 示 で あ り 、 適 宜 の 値 に 変 更 し て も か ま わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置 の 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ５ … 交 流 入 力
　 ６ … 直 流 負 荷
　 １ ０ … Ｎ ＋ １ 冗 長 方 式 直 流 無 停 電 電 源 装 置
　 １ １ … １ 号 整 流 器
　 １ ２ … ２ 号 整 流 器
　 １ ３ … ３ 号 整 流 器
　 １ ４ … 蓄 電 池
　 １ ５ … 交 流 入 力 制 限 電 流 検 出 器
　 １ ６ … 整 流 器 出 力 電 流 制 限 指 令 器
　 １ ７ … 交 流 入 力 制 限 指 令
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